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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 21日 (2006.4.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 表 示 器 を 見 や す 位 置 に す る た め に 、 表 示 器 が 一 体 と さ れ た カ バ ー の
ケ ー ス に 対 す る 取 付 位 置 を 変 更 す る た め に 専 用 工 具 等 が 必 要 で あ る 。 取 付 位 置 を 変 更 す る
に は 、 一 旦 、 ビ ス 止 め さ れ た ビ ス を 専 用 工 具 を 使 用 し て 取 り 外 し 、 表 示 器 の 姿 勢 を 変 更 し
て 再 度 ビ ス 止 め し な け れ ば な ら な い 。 特 に 、 カ バ ー と ケ ー ス と は 装 置 内 へ の 水 の 浸 入 を 考
慮 す る と 、 十 分 に ビ ス 止 め し な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う な ビ ス の 取 り 外 し 、 取 り 付 け 作
業 は 時 間 が か か っ て 面 倒 で あ る 。
　 特 許 文 献 ２ で は 、 表 示 部 本 体 に 設 け ら れ た Ｖ 溝 と 、 板 ば ね に 形 成 さ れ た 舌 片 と を 備 え て
節 度 機 構 が 構 成 さ れ て い る た め 、 節 度 機 構 を 構 成 す る Ｖ 溝 や 舌 片 の 構 造 が 複 雑 で あ り 、 こ
れ ら の 加 工 に 手 間 が か か る 。 し か も 、 板 ば ね を 中 間 継 手 の 立 ち 上 が り 部 に 固 定 す る 構 造 で
あ る た め 、 中 間 継 手 が 複 雑 な 構 造 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 プ リ ン ト 基 板 ５ は 、 差 圧 エ レ メ ン ト ４ で 検 出 さ れ た 圧 力 値 を 演 算 す る 回 路 が 略 円 板 状 の
板 部 ５ Ａ に 設 け ら れ た も の で 、 そ の 演 算 結 果 は 表 示 部 ６ に さ れ る 。
　 板 部 ５ Ａ に は 表 示 部 ６ を 操 作 す る た め の ス イ ッ チ ５ Ｂ が 複 数 設 け ら れ て い る 。 板 部 ５ Ａ
の 周 縁 部 は ケ ー ス ２ の 開 口 端 縁 部 と 当 接 可 能 と さ れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
　 表 示 部 ６ は プ リ ン ト 基 板 ５ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 プ リ ン ト 基 板 ５ で 演 算 さ れ た 圧
力 値 を 液 晶 表 示 す る も の で あ る 。
　 表 示 部 ６ は 平 面 矩 形 の 薄 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 プ リ ン ト 基 板 ５ の 平 面 と 平 行 に 板 部 ５
Ａ の 上 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ７ ） ホ ル ダ ７ の 表 面 に は 物 理 量 の 単 位 が 表 示 さ れ て い る か ら 、 表 示 部 ６ と 近 接 し た 位 置
に 単 位 が 表 示 さ れ る こ と に な り 、 検 出 値 の 読 み 取 り を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
（ ８ ） 本 実 施 形 態 で は 、 係 合 部 溝 部 を そ れ ぞ れ 等 間 隔 に 配 置 し た ４ 本 と し た か ら
、 表 示 部 ６ の 姿 勢 を ９ ０ 度 毎 に 変 更 す る こ と が で き る 。
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